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　私は、NHK放送研修センターの
日本語センターでNHKの職員研修
を行っているが、時代とともに放送
内容が変化し、研修内容も変わって
きている。そんな中でアナウンサ
ーは、「日本語の話し言葉のスタン
ダード」ということを意識しながら
日常業務を行っており、その職務の
基本を知ることには大きな意味が
ある。アナウンスメントの技法に
は多くのバリエーションがあるの
で、その主だったものを見ること
で、話し言葉のスタンダードの一部
に触れることができると思う。

　放送は、不特定多数の方に、一時
に、リアルタイムで、たくさんの情
報を与えることができる。NHK－
BSで放送している「おーい、ニッポ
ン」は、その特質を生かした番組で
ある。ある日、群馬県を取り上げた
回で、生放送中に雷が落ちて中継が
不可能になってしまった。復旧ま
で東京のスタジオだけで放送を続
けるしかない。そんな中で、キャス
ターを担当していた上田早苗アナ
ウンサーは、番組の趣旨の「日本人
の感じる故郷の心地よさを、素材を
最大限に生かして味わってもらう」
ためには、今目の前で起きているこ
とを通して群馬県を表現するべき
だと考えた。そして、機転をきかせ

て雷の話題を取り上げて、スタジオ
のゲストと見事なトークを展開し
て難局を乗り切ったのだ。
　上田アナウンサーは「キャスター
はいろいろな素材を一番おいしく
料理し、いいタイミングで視聴者に
届ける料理人」だと語っている。そ
のためには、「メッセージを、視聴者
に対して、筋道を立てて、時間内に
伝える」ことが必要であり、これこ
そがパブリックスピーキング※の基
本なのである。

　NHKの新人アナウンサーは、どん
な研修を行っているのだろうか。ま
ず「ニュースを読む」ことについて
は、原稿を読むだけでなく、あえて原
稿を見ずにニュースを伝える訓練を
行っている。原稿を音声化するので
はなく、伝えるべきことは何かを理
解して読むことが大切だからだ。
　事故などのニュースでは続報も
入る。そこでは新しく伝える内容
をよく理解しなければならない。
武田真一アナウンサーは、「信頼さ
れるニュースの伝え手は、何が新し
い情報かを把握している」と語って
いる。アナウンサーは文章が読め
るだけでなく、その背後に何がある
のかまでとらえて伝えなければな
らない。また、安心感を与えるよう
な伝え方も、ニュースを読むための
極意である。
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日本電信電話ユーザ協会主催の第4回「もしもし検定」指導者級養成講座
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　番組のナレーションなどでは、作
品としての完成度が求められるこ
ともある。教育テレビの「世界美術
館紀行」のナレーションを担当した
石澤典夫アナウンサーは、「まず黙
読すること。文章全体の構成、言葉
のかかわり具合や意味、映像や音楽
との関係など、全体像をつかむこと
が大切なのです」と語っている。
　そこで重要なのがイントネーシ
ョンだ。たとえば「白い壁の家」と
いう場合、「白い」と「壁の」の間を切
ってはいけない。「白い」は「壁の」
にかかる言葉で、そこで間をあける
と「家」にかかっていると誤解され
るからだ。これに対して、「白い大
きい家」という場合には、「白い」は
「家」にかかる言葉で、「大きい」には
かからないから、「白い」と「大きい」
の間は切るべきだ。
　また「語アクセント」というもの
がある。たとえば「橋、箸、端」など
で、それぞれアクセントの型が違
う。アナウンサーは言葉ごとにこ
れらの型を覚えなければならない。
これらは前後の文脈から判断する
こともできるが、正しく発音しない
と、相手が理解できないこともある
ので注意が必要だ。

　アナウンサーにとって実況も大
切な能力だ。NHKの新人研修では、
地震の揺れの即時描写を行わせて
実況の能力を養っている。実況は、
目に見えるものをすべて描写すれ
ばいいというものではない。伝え
るべきメッセージによって、必要な
描写と不要な描写が決まってくる。
　テレビの高校野球中継の実況で
は、最低限の言葉を選んで描写す
る。しかも、見ている人の関心をそ

らさず、期待を持たせる描写を心が
ける。そうした実況の能力は、しゃ
べり込みによって身につける。ま
た、パターンで伝えることも基本に
なる。野球なら「ピッチャーが投げ
た」「バッターが打った」「5回の表。
得点は1対1」というようなパター
ンをつくって、それを基本に実況を
行う。さらにパターンができたら、
今度はそれを崩すことも必要にな
ってくる。
　アナウンサーにはインタビューと
いう仕事もある。相手からよい話を
たくさん引き出さなければ、質の高
い番組にはならない。渡邉あゆみア
ナウンサーは、「心の時代」という番
組である作家にインタビューした際
に、「亡くなった息子さんは今、どこ
にいるのでしょう？」という質問を
した。予想もしない質問に作家はと
まどい、答えることができなかった。
こうした場合には、あきらめて次の
質問に行くことが多いのだが、彼女
はひたすら待った。相手の心が解け
るのを待って、「私の周りにいるんで
すよ」という答えを引き出すことに
成功したのである。
　このように放送におけるインタ
ビューでは、あきらめずに答えを待
って、相手に迫っていくことが求め
られる。わからないことを聞く、相
手の話したいことを引き出す、そし
て聞いて深める。それがインタビ
ューである。

　ニュース、イントネーション、実
況、インタビューについて述べてき
たが、これらを成り立たせているも
のは、受け手と伝え手の双方向のメ
ディアリテラシー※だと思う。放送
では双方の了解に基づいて、さまざ
まな実像に迫ったり、情報を伝える
ことができる。
　そこにはプライバシーや価値判
断などの問題があり、不祥事やトラ
ブルが起きることもある。放送事
業者にとって避けて通れない視聴
率の問題もある。
　また、放送事業者は、視聴者にも
っと放送について正しく理解して
もらいたいと考えているし、視聴者
も放送事業者に対して厳しい批判
の目を向けることがある。両者は
そうした緊張関係にある。
　放送におけるアナウンサーの言
葉も、まさにそうした状況の中でひ
とつずつ選ばれたものだ。緊張関
係の中で放送をすることで初めて、
アナウンサーは「日本語の話し言葉
のスタンダード」という役割を果た
すことができるのである。
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「話し言葉のスタンダード」
の役割を果たす

※パブリックスピーキング：人前で話すこと。とくに
私的な場ではなく、公的な場で話すことをさす。

※メディアリテラシー：メディアの本質を正しく理解
し、適切に利用する能力のこと。
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（財）NHK放送研修センター 理事 
日本語センター長
「電話応対技能検定委員会」委員

受講者とのやり取りも交えながら進められ
た講演のようす。
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